
昭

丙刑企発第6陽

月1A日

通局長
←h

事．局長

警察庁丙交指発第35号、

平成26，年5

警察庁交

替察庁刑

各地、方機・関の．長殿ノ

各都道府県善･察の長。

■甲

■

過失運転致傷等事件に係る特例書式について

自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律坪成25年法律第86
号）が平成25年11月27日に公布され、平成26年5月20日に施行されることに伴い、標
記書式については､別添1のとおり定められたので､事務処理上遺憾のないようにさ
れたい，。

まだ､別添2のとおり、平成26年5月14日付け最高検企第244号をもって次長検事
か ら 通 知があったので､通知する。．：

なお､､新たな特例書式の運用については、別途指示するところによること。
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30年(軸57(F3I131Bまで）

一種(報57年3113111まで）



別添1

過失運転致傷等事件特例書式目次
■

様式第1号（その1） 送致書

同（その2） 被疑事実の要旨

様式第2号（その1） 実況見分調書

同（その2）
■

様式第3号 交通事故現場見取図

様式第4号（その1） 被疑者供述調書

同 （その2）

様式第5号（その1） 被害者供述調書

同（その2）

様式第6号 参考人供述調書

様式第7号 供述調書継続用紙

ﾛ、



(電話

備 考

(その1）

( 用紙日本工業規格A4）

主任検察官閲

様式第1号

同『莞 号’

送致 書
送 致 第 号

年 月 日
検察庁

検察官殿

警察署

司法警察員

下記被疑事件を送致する。、

捜査報 告

⑳

書 裁
長

決

署年月日
警察署長殿

警察署

司法

下記被疑事件を捜査した結果は，次のとおりであるから報告する。

④

副署長
（次長）

口過失運転致傷自動車の運転により人を死傷さぜる行為等の処罰に関する法律5条
口自動車運転過失傷害平成25年法律第86号による改正前の刑法211条2項
口業務上過失傷害刑法211条前段（口上記改正前の刑法.211条1項前段）
口道路交通法違反同法．条項号，条項号
□

罪名

罰条
課長

大
昭
平

口
□
□

ふリボ'II
章一一一一一一＝

氏 名

男
女

口
口 年月 唯

制（
係長

被 外国人

登 録

年月日
本籍

Nb，

住居 主任

）

）

｜勤務先｜
年月日第

職業 (電話
一

号

）

公安委員会
疑

交付

口
普
通
仮

口
中
型
仮

口
大
型
仮

口
牽
引
二

口
大
特
二

口
普
通
二

口
中
型
二

口
大
型
二

口
牽
引

口
原
付

口
小
特

口
普
自
二

口
大
自
二

口
大
特

口
普
通

口
中
型

口
大
型

免許

者 前科

危険運転致死傷
過失運転致死傷

前科以外の前歴
危険運転致死傷
過失運転致死傷
その他

科
歴

坐
別
一
別

回，自動車運転過失致死傷
回，道路交通法違反

回，自動車運転過失致死傷
回，道路交通法違反
回

回，業務上過失致死傷
回，その他

３回
回

回，業務上過失致死傷回，
回(内反則行為回)，

発覚の端緒｜口被疑者の申告口被害者の申告口第三者の申告口警察官の現認□

関連事件

送致 ﾛ有〔義 送致年月日年月日送致〕ロ無
検察庁

氏名
姥満gZI商号及び代表者の氏名）

続柄
保護者又は

身元引受人

（歳）

住居
(主たる事務所又1鉢店の所在地 (電話 ）

職業 勤務先 (電話

(注意）口印のある欄にわいては,該当の口印の中にしを付けること。｜取扱者警電



の天候

(その2）様式第1号

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 － ， ■ ■ －一一＝一！■■一一一一一一軍一一一＝＝一一一’■■一一一一一一一’■■ーーー‐ーー一一ーー画＝~ーーー＝ーー＝一ｰ＝一－一一ｰーーーー＝

口 晴口曇 口雨事故時

(用紙日本工業規格A4）

■

一 一 － － 一 一 一 一 - - － － ＝ 一 二 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ ＝一-1--＝-ーーーｰ一一一一＝一一一一＝ーーーーーーーーー一一一一ｰ一ーーーーーーーーーーーーーー‐ｰｰーーーーーロ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝－－一一一一一一一一一一一一--1■■一一--一一＝＝－－＝ｰーーｰｰ■■ーー一一ーーーーーｰｰーｰー＝ーーー－－ーｰ＝ー一一ーーー■

被 疑 事 ‘ 実 の 要 旨 ．
■

日時

場所

被
害
者
電
）

被
疑
者
（
塁

‘情状

意見

被
害
者

運
転
車
両

運転状況

歩行者等

の状況

運転車両

運転状況

過失

の

態様

過失

の

内容

道路

獅朕

違反

瀧輔

区分．

区分

1

2

口前方不注視口被害者(車)の動静不注視口徐行不履行口一時停止不履行口優先通行無視

口信号無視口信号不確認口安全不確認(口右口左口前口後）口右左折不適口追従不適

口追越(抜)不適口速度超過ロﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾌfﾚｰｷ操作不適□すれちがい不適口合図不履行

口居眠り □

一一一・三＝ーー一二二－－一I一二二－－＝二＝一ーｰｰ一一一一ー一一一-－一一一一－－一ー一一ーｰ一一一一一一－－一一ーｰ一一一一一一一一一ーーーーーl■■一一一一ーーーーｰー一一一一ーー

｡

韓 産塞蕊E識f霞窒ﾂt

口安全運転義務違反口車間距離不保持．口一時停止不履行口徐行義務違反口優先通行無視

口信号無視（）口右左折違反口追越違反口追抜違反口横断歩行者妨害
察幽誌震襲鰯I簿I

口 速 度 違 反 （ k m 超 過 ）口右側通行口事故不申告□

被疑者の過失口有（口大口中口小）口無

被害者の過失口有（□大口中口小）口無

口厳重口相当口寛大口 刑 事 口 保 護 口 不 処 分 □

特記事項

失職上〔謹点b鞘｡〕
B

氏． 名

●

車 種

時速

約k、

口横 断 中 口 歩 行 中 口 飛出し口仲立口路上作業 口路上遊戯□ 夕

隠 謹 嬢 ．

車種

時速

約k、

口前口右
口稚、左

口 右 折 口 左折口直進口転回口横断口徐行口急停止□

口自家用

口事業用（）

口直進口右折口左折口横断口進路変更口追越し口追抜き口側方通過

□すれちがい口転回口発進口後退口追従口滑走口扉の開閉□

年齢

歳

歳

歳

歳

登録(車両)番号

職業

日蕊
n並進口停止中口交差道路進行
口 対 向 口 道 路 へ 進 出 □

傷 病 名

損害の部位程度

〔塁大破口中破口小破礁雪〕

〔鳥大破口中破口小破職〕

示談

程度

口治療口全治
約間

口治療口全治
約間

口治療ロ全治
約間

口治療口全治
約間

口成立（ 円）

口進行中口見込みなし口不明
4

登録（車両）

番 号

年月日午時分頃

事故時の状態

日智蕊娠寧日雲識語
目智裳幅中日雷顎舞
日智蕊購中日雪繍＄
8蓄裳繕中目雪鶏議

凸



(注意）口印のある欄については，該当の口印の中にしを付けること。(注意）口印のある欄については，該当の口印の中にしを付けること。

様式第2号 (その1）様式第2号 ．（その1）

(用紙日本工業規格A4）

実 況見分調書
年 月日

警察署司法． ④

被疑者に対する目難藤婁害目騨蓋
転過失傷害
法違反

被疑事件につき，

本職は下記のとおり実況見分をした。

見分日時

見分場所

立会人

現
場
道
路
の
状
況

運
転
車
両
の
状
況

運
転
車
両
の
状
況

そ
の
他
見
分
状
況

路面

状況

交通

規制

道路

条件

車種

ﾊﾝﾄ゙ ﾙの位置 口右．
口左

事 故当時の積載重量k9

損害の部位・程度・状況

実験結果

その他

車種

ﾊﾝﾄ゙ ﾙの位置
右
左

□
□

事 故当時の積載重量k9

●

損害の部位・程度・状況

実験結果

その他

年月日午時分から午時分まで（天候）

先 路 上 ( 道 路 名）

口舗装 〔
ロアスファルト

ロコンクリート

□
〕 口非舗装 〔

口自 然道
口 砂利 道
□

〕 口平たん口凹凸

口乾燥口湿潤口泥ねい口氷たまり口積雪(約6m）口凍結□．

口最高速度km／h口追越しのための右側部分はみだし禁止口一方通行
（ ）（ ＝迄＝）（）

口駐車禁止口一時停止口転回禁止口車両通行止め口車両横断禁止口優先道路
（）（）（）（）（．）（）

口歩行者横断禁止口右折禁止口左折禁止□
（）（）（）（）

口市街地口非市街地口交通頻繁口交通普通口交通閑散口勾配方面へ
口上り

口下り100

口工事中

蕊軸加純覗胤

灘緬力帥らO見と机

ﾊﾝﾄ゙ﾙ
口良

口不良 ﾚーｷ諜良前照灯諜良方向指示器目黒良尾灯諜良制動灯目
良口良

不良口 不 良

ソ語f琶琴墓

ﾊﾝﾄ゙ﾙ
口良

口不良
ﾌ゙ﾚーｷ

口良

口不良 前照灯目桑良方向指示器目臭良尾灯目臭良制動灯目臭良諜良
琶善霜饗室.

番号

定員名

番号

定員名

夜 間 口明〔
口照明
口月明

〕 口暗

事故当時の積載容量長さ 、幅 、 高 さ 、

事故当時の積載容量長さ 、幅 、高さ． 、

口前方〔
口良

口不良 口後方〔
口良
口不良

口右方〔
口良

口不良ﾛ左方〔目
良

不良

口前方〔
口良
口不良 口後方〔

口良
口不良

口右方〔
口良
口不良

口左方〔
口良
口不良

最大積載量k9

最大積載量k9

長 さ 、

長さ．、

幅、

幅 、

積載品

積載品

信号機
口作動中□なし
口休止中

高さ、

高 さ、



『

(その2）様式第2号

(用紙日本工業規格A4）

■
１

立
会
人
の
指
示
説
明
（
交
通
事
故
現
場
見
取
図
の
と
お
り
）

補
助
者

立会人の指示説明

･事故時の天候は・見とおしの距離は○の地点で力約 ln

e申

した地点は○●

口 右折
・口左折 口後退の合図をした地点は○その時の相手は○

○・最初に相手を発見した地点はその時の相手は○

○・危険を感じた地点はその時の相手は○

ﾊﾝドﾙを目室に切った地点は○その時の相手は○
･ブレーキをかけた地点は ○その時の相手は○

口追突
⑧その時の私は○相手は○した地点は

－て一一、

が目雛した地点は○ が目熱した地点は○
･見とおしを妨げたもの,運転操作等に影響を及ぼしたものは目溌尭。
その地点は○，それは

、● 晒唖星五望迎

立会人 の指示説明

● ◆

口写真葉ををして撮影させ末尾に添付した。

口立体写真組を をして撮影させ
.口末尾に添付

口警察に保管
した。

口司法溌 に実況見分の補助をさせた。



嫌式第3号

交 通事 故現 場見 取図

⑧

画

、 凡一･･‘。例

▽▽

②

匡，

一○一〉

－→①②③

----→⑦④。

---→③⑧。

句

●

●

幕

~＄

●

・ 鰯

霞:；
年

や

1

縮尺一一

聯
鴬
＃

企

鱗

爵
、藤

jHJojh

C

磐撫

●

●

①

●

■

0

庁 位

基 点

衝突・接触・追突地点

四 輪車

輪車

の進路

の進路

の進路

目撃者の位置

、

、

○→

司一F、

一国

王

発見可能地点

その時の相手の位置

写 真 撮 . 影 方 向

信 号 機

信号機（歩行者用）

一時停止標識

横断歩道

中央線

ｰ

千

1－｡

Z研ﾜﾘ7W所71

IIlIIIIIⅡ111

ー一ーー

ーー

防 護柵

横断歩道橋

趣迄…‘､害…’柱

街 灯

建・物

スリツプ痕

タイヤ痕

擦過痕

…万7万77… 血 痕

関係距離

▽～②、

▽～②、

○ ～ ○ 、

○ ～ ○ 、

○ ～ ○ 、

○ ～ ○ 、

○ ～ ○ 、

○ ～ ○ 、

○～○、

○～○、

スリップ痕

作
成
者

、
＞ 警 察署

司 法④

注
意
事
項

l凡例に掲げていない道路概識，道路標示，散乱物，バス停留所及び立木等で事故に

関係があると蕗められるものについては，適宜凡例を定めて凡例掴に記入すること。

2補尺はl／200を原則とするが，事案に応じ適宜変更することは差し支えない。
3関係地点冊の距離は，できる限り測定韮点が明らかになるよう図示すること。



■

0

様式第4号 (その1）

由

』

を運転して時速約 kmで

(注意）口印のある欄については，該当の口印の中にしを付けること。
b

（用紙日本工業規格A4）

被 疑者供述調書（ 年月 ● 日 において取調べ）
｡

氏名

本籍

住居

職業

上記の者に対する過失運転致傷，自動車運転過失傷害，業務上過失傷害，道路交通法違反被疑事件
z

につき，本職は，あらかじめ被疑者に対し，自己の意思に反して供述をする必要がない旨を告げて取

り調べたところ，任意次のとおり供述した。

前科

前歴

運転

免 許

運転

車両

1私が事故を起こした の は ， 年 月 日 午 時 分 頃 で す 。

2同乗者は，

3事故を起こした場 所 は ， 謹 謹 溺 踊 . － ~ ‐ で す。

4事故を起こす前，私は のために

通りを方面から方面に向けて

進行していました。
■

霊錨鎚塞

積荷は，

5ハンドル，ブレーキ等の故障は，

6事故当時の大候は,〃

道路の状態は，

見とおしは，

照明は，

歩行者，車両の状況は， 色 ニ エ 忘 雪 唾 ＝

7 事故を起こした状況をで説明します。

(1)事故前の私の状況は，

（電話）

1前科は

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回,業務上過失致死傷回，

過 失運 転致 死傷回，道路交通法違反回，その他回

2前科にはなりませんでしたが，その他の前歴は

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回,業務上過失致死傷回
過失運転致死傷回，道路交通法違反

●

回（内反則行為回）

その他回 ■

免許の種類は免 許で 年月 日に 取得 し，

公安委員会から交付を受けました。そして年月日に更新しました 。

番号は第号です。運転経験は年月です。

保有者Iま です。

車種は で，登録(車両)番号はです。

勤務先

口大□平

口昭
年月日生（歳）

(電話）



様式第4号

(用紙日本工業規格A4）

(その2）

唾墓激霊：

(2)私が最初に被害者(相手の車)を発見したとき，私は ○の地点，

相手方は○の地点におり,‘相互の距離は約mでした。そのときの

私の車の速度は時速約kmでした。

(3)そのときの被害者(相手の車)の動静は，

Ｐ

(4)そこで私のとった措置は，
i n 唖 麺 亜謹宰至壷至辱垂墾垂言誕圭琶

－全一 里緬j喜麺壁q

(5)ぶつかったのは②の地点で，私の車の 相手方の

ぶつかり， 相 手方は私の方は

8この事故の結果，

9この事故を起こした原因は，私が

活.昆准祷牽】

鍾雲蟻稲

10私がそのような不注意な運転をした理由は，

11事故後の措置は，

。

12相手方の治療代等については，

0f

◆

寺

13

2

■

供述人 ⑳

以上のとおり録取して読み聞かせたところ，誤りのないことを申し立て署名印した。

前同 日 警察署司法 ④



様式第5号 (その1）

被害者供述調書（年月日において取調べ ）

氏名

住居

職業 勤 務先

口 明 口 昭

口大口平

上記の者は，本職に対し，任意次のとおり供述

1私は， 年月日午時分頃

年 月日生（歳）

． （ 電 話）

(電話）

〕

で交通事故に遭いました。

2この事故は私が，

3相手方は，

4この事故の状況を説明しますと，．
｡ ●

O

b

私が上記日時場所を．

方面に向かって
⑧

■

負

逝蒋壷＆

価

螺 ↑盤醒閤琵蕊罵 謹 騒 霊 鴎 譲 繕 目

方面から

9

5事故のとき，加害車両 を 運 転 し て い た の は ， で，

同乗者Iま でした。

6この事故の原因について思い当たる点は，

(注意）口印のある棚については，該当の口印の中にしを付けること。

（用紙日本工業規格A4）



様式第5号 (その2）

7私の落度は，

8私のけがは，

，冒瞬開観

竿劃l蕊fﾛイ

・ 憲塞蕪舗＄．

9私の車の損害は，
説 E J I 蝿 飼 1 2弄墨室琴婁迩遥‘

10治療代の支払や示談の点は，

11相手方に対する処罰は，．．

■

12

．も

Q 供述人 ④

以上のとおり録取して読み聞かせたところう誤りのないことを申し立て署名印した。

前同 日 警察署 司法 ④

(用紙日本工業規格A4）



様式第6号

参考人(口目撃者口同乗者口保護者□その他)供述調書

（ 年月日 において取調べ）

氏名
口明口昭

口大口平
年月日生（歳）

住居

職業’｜勤務先｜

上記の者は，本職に対し，任意次のとおり供述した。

1私は，年月日午時

事故のことについてお話しします。

(電話

(電話

分頃，

供述人

以上のとおり録取して読み聞かせたところ，誤りのないことを申し立て署名

前同 日警察署司法

(注意）口印のある棚については，該当の口印の中にしを付けること。

し（用紙日本工業規格A4）

）

）

で発生した交通

⑳

印した。

④



様式第7号（供述調書継続用紙） ■

P

迩鍵ji
蕊

尋僅蓋望f』鮒11

…§謹鐘霞

合

□

蔚騒弓壷l■

理 ＆，f室嘩＆塵重畳至畳鯉躍陶昌茜甑

N電￥

｡

供 述人④

以上のとおり録取して読み聞かせたところ，誤りのないことを申し立て署名印した。

前同日 警察署司法

(用紙日本工業規格A4）

④
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最高検企第244号
的

平成26年5月14日

警察庁次長殿

､

』

･孫冒r1種｡='

~晋◆。

'雪蔀翻

霧.』

』や

■

次 長検事渡辺恵
e~■ 1.ノ

．;：■■峰

』も

ｑ

Ｆ
Ｌ
ａ

考通知します。

●

島 牙②q

f；・・・：、.f一
哨趣碑瞬鹿率#溌溌少,蝿･津刈

平成12年3月30日付け最高検企第84号次長検事依命通達「自動車運転

過失傷害等事件に係る司法警察職員捜査書類基本書式例の特例として用いら

れる書式の統一化について」の一部改正について（参考通知）

この度，標記の件について，別添のとおり検事長及び検事正に通達したので，参



識
巽
鰯

叫
》
。
Ｉ
１
．
恥
一
》

、
恥
即
や
四
㎡
ぴ
ゆ
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却

早
ｗ
釦
。
恥
山
３
．
。
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、
Ｉ
鐸

騨
騨
恥
郷
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。
．
、
一
電
。
詮
、
串
良
・
雫
》

旬

､“軸起－－鐸為F

最高検企第243号

平成26年5月14日

検事．長殿

検事正殿

N

次長検事渡辺恵

平成12年3月30日付け最高検企第84号依命通達「自動車運転過失傷害

等事件に係る司法警察職員捜査書類基本書式例の特例として用いられる書式

の統一化について」の一部改正について（依命通達）

自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律（平成25年法律

第86号）が平成26年5月20日から施行されることに伴い，標記通達の一部を

下記のとおり改正することとしたので，同日から本改正に基づく取扱いが実施され

るよう司法警察職員に指示願います。

なお，今回改正された様式については，改正前の様式による用紙が残存し，又は

システム等により改正前の様式が出力される限り，適宜修正を加え，これを使用す

ることは差し支えありませんので，併せて伝達願います。

また，既に検事総長の承認を得て特例書式を制定している事項について，今回の

改正の趣旨にのっとり改める場合には，改めて検事総長の承認を得る必要はないの

で，申し添えます。

おって，本件については，法務省刑事局及び警察庁と協議済みです。

記

1題名中「自動車運転過失傷害等事件」を「過失運転致傷等事件」に改める。

2別添1中「自動車運転過失傷害等事件特例書式目次」を「過失運転致傷等事件

特例書式目次」に改める。

3別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第1号（その1）中

「

を

ヲF=仁I

罰条

口自動車運転過失傷害刑法211条2項

口業務上過失傷害刑法211条1項前段

口道路交通法違反同法条項号，

□

条 項 号



改める。

司両

■

ド

に

に

」

改める。

4別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第1号（その・1）の被疑者桶

中

「

I

を

】

E

i

に

」

改める｡、

5別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第1号（その2）の日時欄中
「

を

I

科
歴

一
別
一
別

前科危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回，

業務上過失致死傷 回，道路交通法違反回，・その他

前科以外の前歴危険運転致死傷・回，自動車運転過失致死傷回，

回

●

・業務上過失致死傷回，道路交通法違反回(内反則行為回)，その他回

日時 年遷月日午時分頃

罪名
●

罰条

口過失運転致傷自動車の運転により人を死傷させる行為等の処罰に関する法律5条

口自動車運転過失傷害平成25年法律第86号による改正前の刑法211条2項

口業務上過失傷害刑法211条前段（口上記改正前の刑法211条1項前段）

口 道 路 交 通 法違反同法条項烏条項号
□

前科
●

前歴

前科

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回，業務上過失致死傷回，
過失運転致死傷回，道路交通法違反回，その他回

前科以外の前歴
危険運転致死傷，回，自動車運転過失致死傷回ダ業務上過失致死傷回，
過失運転致死傷回，道路交通法違反回(内反則行為回)，
そ の 他 回

日時

蝋砺施3

年 月日午時分ころ



被疑者

6別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第2号（その1）中

「．

に

実・況見分調書
年月日

警 察署司法．④

被疑者に対する呂騨蕊豊麦傷害口業務上過失傷害被疑
事件につき，本職は下記のとおり実況見分をしたa

を

ヨ

I

ド

実 況 見分調書
年月日

警察署司法⑳
に

に対する呂巽蕊羅震害口撫雲礁崖害被疑

N

事件につき，本職は下記のとおり実況見分をした。

I

改める。

7別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第4号（その1）中

「

1

を

■

上記の者に対する過失運転致傷，自動車運転過失傷害，業務上過失傷害，
道路交通法違反被疑事件につき，本職は，あらかじめ被疑者に対し，自己の
意思に反して供述をする必要がない旨を告げて取り調べたところ，任意次の
とお り 供 述 し た。．

科
歴

坐
則
一
別

1前科は

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回，業務上過失致死傷回，
過失運転致死傷回，道路交通法違反回，その他回

2前科にはなりませんでしたが，その他の前歴は

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回，業務上過失致死傷回，

過失運転致死傷回，道路交通法違反回（内反則行為回)，
そ の他 回

上記の者に対する自動車運転過失傷害，業務上過失傷害，道路交通法違反被
疑事件につき，本職は，あらかじめ被疑者に対し，自己の意思に反して供述
をする必要がない旨を告げて取り調べたところ，任意次のとおり供述した。

前科

前歴

1前科は危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷回，

業務上過失致死傷回，道路交通法違反回，その他回

2前科にはなりませんでしたが，その他の前歴は

危険運転致死傷回，自動車運転過失致死傷 回，

業務上過失致死傷回，道路交通法違反回（内反則行為回)，その他回



年．月．日午時分頃，

■M

を

I

ビ

「

1私が事故を起こしたのは，年月日午時分頃 に

I

改める。
L

別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第5号（その1）中

「

冒

■

をl私は，年月日午 時 分 こ ろ ，

I

ド

ロ

1私は，
弘

に

0 凸■官

ii

改める。

別添1自動車運転過失傷害等事件特例書式の様式第6号中

「

9

10

1私は，年月日午時分ころ， を

I

「

」

改める。

別添2運用要領第1，1を次のように改める。

1被疑者柵

前科，前歴欄には，危険運転致死傷，自動車運転過失致死傷，業務上過失致

死傷，過失運転致死傷，道路交通法違反，その他の六欄があるが，平成25年

法律第86号による改正前の刑法第208条の2（危険運転致死傷），自動車

運転死傷処罰法第6条第1項（無免許危険運転致傷）及び第2項（無免許危険

l私 は， 年・ 月日午時分頃， に

1 私が事故を起こしたのは，年月日午
争■●●

■

■

時分ころ



11

12

13

運転致死傷）については，「危険運転致死傷」の回数に記入させること。

自動車運転死傷処罰法第4条（過失運転致死傷アルコール等影響発覚免脱），

同法第6条第3項（無免許過失運転致死傷アルコール等影響発覚免脱）及び同

条第4項（無免許過失運転致死傷）については，「過失運転致死傷」の回数に

．記入させること。

その他欄.については，道路運送法，道路運送車両法，自動車損害賠償保障法，

自動車の保管場所の確保等に関する法律違反等いわゆる交通関係法令違反事件

に限って記入させ，前歴については，前科となった事件以外の事件の検挙歴を

記入させること。

危険運転致死傷事件，自動車運転過失致死傷事件，業務上過失致死傷事件又

は過失運転致死傷事件と道路交通法違反事件とが併合罪又は科刑上一罪として

処罰された場合は，それぞれ危険運転致死傷，自動車運転過失致死傷，業務上

過失致死傷又は過失運転致死傷の回数に，危険運転致死傷事件，自動車運転過

・失致死傷事件，業務上過失致死傷事件，過失運転致死傷事件又は道路交通法違

反事件と他の犯罪とが併合罪又は科刑上一罪として処罰された場合は，それぞ

れ危険運転致死傷，自動車運転過失致死傷，業務上過失致死傷，過失運転致死

傷又は道路交通法違反の回数に記入させること。

別添2運用要領第1，3中「本欄について」の次に「，過失運転致傷事件」を

加える。

別添2運用要領第1，4中「診断書が提出され」の次に「，過失運転致傷事

件」を加える。

別添2運用要領第1，7，(4)中「本欄は」の次に「，過失運転致傷事件」を

加える。

■


